二つのNHKラジオ日本放送 by unknown
一つの
NHK
ラジオ日本放送
｜司文書院記念鰍 24 
一、日本通訊
H東
E同文書院
u
これは
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、ラジオ日本一九八三年九月＋八日の中国語放送（中国文と日本文）である。「湛
友」臼号（一九八四年四月）に掲載されたものを、濯友会加来揚子郎事務局長の了承を得て、ここに転載した。記して感謝する。編集の都合上、放送内容以外は割愛 せていただいた。〔中国語放送〕日本広播電台現在播送日本通訊一九＝二年九月十八号、発生了九一八事変，日本軍接二連
三地占領了潜陽、長春等中国東北的主要城市。第二年的一月二十八号深夜，在上海発生了日中両国軍隊的衝突事件。当時，大約有五十名日本学生，担任了建築防禦工事，和替当了日本軍審訊倖虜的便衣隊倣翻訳的工作。他何就是上海徐家匪虹橋東亜同文書院的学生。現在，在東京担任高而夫球場経営公司顧問的志波正男也曽経是逗些学生裡面的一個人口
〔日本語放送〕
ラジオ日本只今より東京便りを放送いたしますロ一九＝ご年九月十八日、満洲事変が起こり、日本軍は洛陽
（奉天）・長春（新京）など満洲の主要都市をつぎつぎと占領Iレ占ま
Iレれ～。
翌年一月二八日深夜、上海で日中両国軍隊の衝突事件が起
きました。当時、約五
O名の日本人学生が防禦工事の構築と
日本軍が捕虜にした便衣隊を取調べる通訳の任務に当たりました。彼等こそ、上海徐家匪虹橋路の東
E
同文書院の学生でし
た。現在、東京でゴルフ場を経営する会社の顧問をしている志波正男も、かつてこの学生仲間の一人でした。
（志波談話）
一位同文書院的畢業生，特意従日本人居留地虹口来到我何
学校，勧導我伺説「戦闘開始了，在中国的日本人都在受苦，体何 生何也絶不能袖手穿観。」学校当局，従以前起就有決定，説「絶不能譲学生倣這様的事。」包是事関緊急，我伺不顧這些決定到海軍大隊総部所在的日本人倶楽部去了。我伺在那裡一直工作到第二天晩上，夜裡也睡不着覚，因為睡覚的時候便衣隊不住地往屋子裡打槍。東亜同文書院是一九
O
一年五月，一個叫作東亜同文会的日
本民間団体在上海南郊桂壁里創建的。
従日本各地選抜的初中畢業生来到上海，進這個学校裡学習，也就是説，在上海而
E是在租界外面出現了一所日本人経
営日本人学習的学校。
甲午中日戦争結束後的第三年，在東京由当時的貴族院議長
近衛篤麿為会長成立了東亜同文会。道是為支援属片 以来受西欧列強侵略之苦而即将崩潰的中国，提信日中両国要一起来保衛亜洲安全的所謂大亜洲主義者例集合起来組成的一個民間組織。当時，這種大亜洲主義成了日本的一大思潮。道出於一種外交上的観点，也就是説，西欧列強及俄図的対華侵略，対日本来説，也是一種外部圧力，但是可以説，出於道徳主義観点的成分，更強一些。
（志波談話）「ある同文書院の卒業生が、わざわざ日本人居留地の虹口から我々の学校に来て『戦闘が始まった。中国に居る日本人は苦しんでい 。君たち学生も手を扶いて傍観しているわけにはいかんぞ」と勧告し 。 校当局は以前から『学生 は絶体にそのようなこ をさせられない」と方針を決めていました。しかし、事は急迫していたので、我々はこれ等の決定に従わず海軍大隊本部があった日本人倶楽部に行きました。我々はそこで、ずっと翌日の夜まで働き、夜も眠れなかった。というのは、眠る頃 なると便衣隊がひっきりなしに建物めがけて撃って来たからです。」東亜同文書院は一九
O
一年五月、東
E
同文会という日本の
民間団体が上海の南郊桂壁里に創設したもの す。日本各地から選抜された中学校卒業生が上海に来て、この学校で学びました。上海のしかも租界の外に日本人が経営 、日本人が学ぶ学校が出来たわけです。
日清戦争終了後三年目、当時の貴族院議長近衛篤麿が会長
となって東京に東亜同文会を設立しまし 。
これは阿片 以来、西欧列強の侵略を受けて苦 み、ま
さに崩壊しようとしている中国を支援して、日中両国一致してアジアの安全を守ろうという、いわゆる大アジア主義者が集まって結成した一個の民間組織でした。当時、この大アジア主義は日本の一大思潮となっていました。これは外交上の観点からであって、即ち西欧列強及びロシアの対華侵略は日本に っても外部圧力でありました。し
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即，人何認為中国人同是亜洲人，而
E
両千年来日本人一直
受着中国文化的恩恵，我例応該阻止白種人侵略中国。東亜同文書院作為実践東亜 文会的這種思想的場所，白根津一勤奮努力在上海設立的。根津一也得到了清朝両広総督劉坤一的積極支持。這様誕生的 ，本来応該成為日中友好，日中合作的光輝舞台。但是， 一時代，同時也是中国経歴着動蕩的歴史的時期。東亜同文書院成立三年以後，一九
O四年爆発了日俄戦争，
日本獲得了向朝戦半島、中国東北進攻的立脚点
一九二年発生了辛亥革命 第二年清朝滅亡，中華民国成
立，接着下一年也就是一九一三年爆発第二次革命，戦火焼到了上海桂壁里的東亜同文書院。東京車姑前面的大楼裡有一個中国餐庁，叫作山水楼山水楼的会長宮田武義今年九十一歳，従一九一二年起他曽在東
E
同文書院学習過三年。
（宮田談話）第二次革命的時候，革命軍従江南機器局方面攻打上海 我何学校就在離江南機器局大約走十分鐘的地方。草命軍先在通往杭州的鉄路上停了一会児，就向学校這方面進攻和衷世凱的軍隊作戦，在道場戦闘中我何学校就被焼投了。
かし、道徳主義的な考え方が更に強かったと一言早えます。それは中国人が同じアジア人であり、しかも二千年来、日本人はずっと中国文化の恩恵を受けて来たので、当然白色人種の中国侵略を阻止しなければならないということです。東亜同文書院は、東亜同文会のこのような思想を実践する場所として、根津一が懸命に努力して上海に設立したものです。根津一はまた清朝の両広総督劉坤一の積極的支持も得ました。こうして生まれた東
E
同文書院は、当然、日中友好、日中
合作の輝かしい舞台となる筈でした。しかし、この時代は、また中国が動乱の最中に在っ 時期でもありました。東亜同文書院が出来て三年後の一九
O
四年、日露戦争が勃発、日本
は朝鮮半島及び中国東北への進攻の立脚点を獲得し
一九一一年辛亥革命が起きて、翌年清朝は亡、ぴ、中華民国
が成立、続いて翌年即ち一九二二年 第二次革命が勃発 て戦火は上海桂壁里の東
E
同文書院を焼いてしまいました。
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東京駅前のピルの中に、山水楼という中国料理店があります。山水楼の会長宮田武義は、今年九十一歳で一九一 年から東亜同文書院で三年間学びまし 。（宮田談話）「第二次革命の頃、革命軍は江南機器局方面から上海を攻撃しました。我々の学校は江南機器局から歩いて約十分の所にあったのです革命軍は杭州へ通じている鉄道上で、しばらく停止して学校の方面を攻撃、衰世凱の軍隊と戦闘し、この戦場となって我々の学校は焼かれてしまいました。」
在這以後中国圏内，由軍閥割拠進到国民党統一中国，以後又由像五四運動那様的反日反封建主義運動，中国共産党的興起而導致国共的内戦，形勢一直動務不定。在道漉渦之中，東亜同文書院的建築物曽経両次遭到戦火焚焼，校社曽経遷移過六次。但是在此之問，従日本去入学的学生毎年都従無断絶地来了上海。而且自一九
O七年以来，毎年学生例在校的最後一年裡要挙
行長達幾個月的到中国各地去的長途旅行。逗種旅行也従未間断。当然 東亜同文書院不可能会与動務的中国社会完全遊離的。一九一二年七月中国共産党在上海成立，共産主義思想也浸
透到同文書院的学生中問。
戦前作為朝日新聞特派員，曽経到中国各地去工作過的蔵居
良造在談 当時的情況時説。（蔵居談話）当時有一位叫王学文的中共的大人物来到了学校的宿舎裡而且正大光明地出来進去。他使同文書院的一此一一 生加入了中国共産党，這種事情在日本是彼難想像的。正因為在上海才可以這様。我例也読了彼多在日本禁止出信的共産党的書。中国共産党真地在中国各地展開闘争，当然我例復感興趣有的学生真当了党員一九三七年発生了七七事変，日本和中国進入了全面戦争状
態。到了這個時候，東亜同文書院的建学精神与現実之間 差
その後、中国の囲内は軍閥の割拠を経て、国民党が中国を
統一しましたが、さらに、五四運動のような反日反封建主義運動を経て、中国共産党の興起は国共内戦を引き起こし、ずっと不安定な動乱の状態が続きました。この渦の中で東亜同文書院の建物は二度も戦火で焼かれ、学校の所在は六回移転しました。しか 、この間も日本から来て入学する学生は毎年絶えることなく上海にやって来ました。
しかも一九
O七年以来、毎年学生たちは在学最終の年に
数ヵ月にわたる中国各地への長い旅行をし この旅行は間断なく実施されました。当然の とながら東亜同文書院は動乱の中国から完全に遊離することはできませんでした。
一九一二年七月、中国共産党が上海に成立して、共産主義
思想も同文書院の学生の聞に浸透 て来ま た。戦前 朝日新聞の特派員として、中国各地で仕事を た蔵居良造は、当時の様子を語る時、こ ように話（蔵居談話）「当時、王学文という中共の大物がいて、学校の寮にやって来ました。しかも堂々と出入り いたのです。彼は同文書院の一部の学生を中国共産党に加入させました。このようなことは日本では想像もつかぬことでした。これは上海 こそ出来たことで、我々も日本で発売禁止されている共産党の本をたくさん読み 中国共産党は、現に中国各地で闘争を展開しており、当然 は大いに関心を持ち 学生の はすすんで党員になった者もいま た。」
一九三七年支那事変が起こり、日本と中国は全面戦争の状
態に突入しました。この時に及ん 、東亜同文書院の建学精
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距，己経完全不能消除了。也就是説，以反対列強侵略保衛中国為目的而創立的同文書院，現在不得不目暗日本対中国的侵略，不少的学生為這一矛盾而苦悩。現在住在沖縄的作家大域立裕也是其中之一。他在一九四三年入学，在還是学生的時候，日華戦争結束了。（大城談話）一九四四年四月，当時日本軍訂了一項非常難以実行的計
劃，想従中国的農村購買軍用米。当時，中国通貨膨脹彼厳重．公定免換率是一比五・五．但是実際免換率是一比一万，可 日本軍却要以公定免換率購国貝。在執行這項蛮横的購米計劃時，我何被派去作翻訳。即使是学生也要穿軍装，帯槍和子弾，全副武装。中国的農民当然不想売 而且即使想売，也没有，因為他何只剰下自己吃的那慶一点児。因此他例就説，「没有」「没有」。於是我例就抄家一直抄到住房裡，如果拒絶抄，我伺就用槍遍迫。我何学生何非常難受．我伺想自己並不是為倣這様的事到上海同文書院来学習中文的。我例嘗受到了一個 非常大的矛盾。位於愛知県豊橋市的愛知大学，這是以因日本戦敗而停緋的
神と現実との聞のギャップをなくすことは、もはや到底出来なくなっていました。即ち、列強の侵略に反対して中国を守ることを目的として創立した同文書院は、今や、日本の中国侵略をはっきり見つめざるを得なくなり、多くの学生はこの矛盾に悩みました。現在沖縄に住んでいる作家大城立裕もその一人でしたロ彼は一九四三年に入学して、まだ学生 時に日中戦争が終わりました。（大城談話）「一九四四年四月、当時の日本軍は非常に実行困難 計画立てて中国の農村から軍用米 購入しようとしました。当時中国はインフレが非常にひどくて、公定免換率は一対五・五でしたが、実際の免換率は一対一万でした。しかし日本軍は公定免換率で購入しようとしました。このような理不尽な購米計画の時に、我々は派遣され通訳をやらされま た。学生であっても軍服を着せられ、小銃と弾丸を持ち完全武装でした。中国の農民は当然売りたくありません。たとえ売り くても無いのです。彼等は自分たちが食べるほんの少量を残ているだけ すから それで、彼等 「有 』「有りせん』と言うだけ ロ こ 我々は家探しを 、だんだん住家の捜索にかかります。 拒絶したら、我々は小銃で脅かして強行しました。我々は大変辛く まさかこんなことをするために、上海の同文書院に来て 中国語を勉強たのではないと考え 、いつも と つもなく大きな矛盾 いや 言うほど味わされました。」
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愛知県豊橋市に在る愛知大学は、即ち、日本敗戦によって
東亜同文書院最後一任院長本間喜一為中心，一九四七年開設的学校ロ
戦敗時留在同文書院的学生中，有三一百人左右転到了這所新
設的大学裡来。愛知大学裡眼中固有閑的学科特別多 並
E編輯出版的中日
大辞典等，眼中国的関係到底是非常深的。愛知大学法経 部的池上貞一教授是一九四
O年進東亜同文
書院的，自愛知大学建校以来就在這裡工作。（池上談話）
一九四七年一月開始上謀，我也教過中文，本来，在同文書
院任教的復多老師預定要来 。包是到了三月紛，幾個美国軍人来到校長室裡説，「不許再採用同文書院的老師。」当時，七七事変以後従同文書院畢業的畢業生都不准担任教師，後来美軍又把同文書院的教授中，担任院長，和系主任等重要職位的人当作駆逐的対象。現在道個大学裡与同文書院有些関係的人，包括我在内只有三個人，減少了彼多。拠説，美軍好像把東亜同文書院看成是日本在中国設置 培養特務的学校 在愛知大学創校的時候認為這是特務学校復活而施加了圧力。東亜同文書院，従一九
O
一年創立到一九四五年停緋為止，
一共送出了五千人以上的畢業生。畢業生何，自戦前起就広詑地活躍 政治、経済、外交、報道、教育等各個領域中，特別是，在戦後的日中関係方面，同
廃校となった東亜同文書院の最後の院長だった本間喜一が中心となって、一九四七年に開設した学校です。敗戦の時、同文書院に居た学生の中、三百人前後が、この新設の大学に転入して来まし 。愛知大学には中国に関した学科が特に多く、それに中日大辞典を編輯出版するなど、中国との関係は、とても深いのですロ愛知大学法経学部の池上貞一教授は一九四
O年東亜同文書
院に入学した方で、愛知大学開校以来、ここに勤めていますロ（池上談話）「一九四七年一月、授業を始め、私も中国語を教えました口元来、同文書院で教職にあった多数の先生が来る予定でした。しかし、三月になって数人のアメリカ軍人 学長室に来て『同文書院の先生をこれ以上採用 はならぬ』と言いました。当時、支那事変以後の同文書院の卒業生は、すべて教師になることを許されず 後になってアメリカ軍は また同文書院の教授の中で、院長、学科主任等の重要な職にあった者を追放の対象としました。この大学で、同文書院と少しでも関係の有る者は、私を含めて、わずか 人で大変減ってしまいした。アメリカ軍は東
E
同文書院を日本が中国に設けたスパ
イ養成 学校と見 したら く 愛知 が創設された時スパイ学校が復活したと思って圧力を けた だそう すロ」東亜同文書院は一九
O
一年の創立から一九四五年の廃校ま
で、全部で五千人以上の卒業生を送り出 ま た。卒業生は戦前から、政治、経済、外交、報道、教育等広範な領域で活躍しました。特に戦後の日中関係方面で、同文書院の卒業
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文書院的畢業生所起的作用是不小的。
日本的報道機関第一次派遣駐北京記者的時候，大部分記者
是同文書院的畢業生。日本的商行在北京開設僻事処的時候，也是如此。但是戦後到現在己経過了三十八年，東亜同文書院的畢業生伺逐漸退出了第一線。東亜同文書院的同窓会福友会，現在的会長是原毎日新聞社
社長田中香苗。田中香苗是在一九二五年入学 。（田中談話）現在学校己経没有了，畢業生毎年都有人死去。但是熱愛中国的心情，想倣和中国有関工作的心情，以及要尽全力幹到最後的那種干勤児，却の然没有消滅。現在的日中関係可以説対経済方面太突出，応該改変一下使日本能殉在文化方面也倣一些工作。正知同文書院創立者根津一和荒尾精所想的一様。我伺倣這様的工作是大有可能的。只是同窓会的人例己経老了。今後同窓会逐漸要消失，我在当的，就是快要消失的同窓会的会長。為阻止列強侵略中国而創立的東亜同文書院，随着日本対華侵略的不断進展，理想与現実之間的差距越来越大戦後，畢業生伺又在各個方面倣出了彼大貢献。在動蕩的中国現代史的撲渦 ，留下了各種足跡的東亜同文
生が果たした役割は、かなり大きなものがあります。日本の報道機関が、最初に北京駐在の記者を派遣した時、大部分の記者は同文書院の卒業生でした。日本の商社が北京に事務所を開設した時も同様でした。しかし、戦後から今日まで すでに三十八年経ち東亜同文書院の卒業生はつぎつぎ第一線を退きました。東亜同文書院の同窓会である福友会の会長は、元毎日新聞社社長田中香苗です。田中香苗は一九二五年書院に入学しました。（田中談話）「現在学校はなくなってしまいました。卒業生は毎年死んで行きます。しかし、中国を熱愛 る気持、中国と関係のある仕事をしたいという気持、そして全力をつくして最後までやり遂げたいという心意気は、決して今でも失っていません。現在の日中関係は経済方面に突出しすぎて ると言えます。これを改め、日本が文化方面でも何らかの務めが出来るようにすべきです。まさに、同文書院の創立者、根津一と荒尾精の考えと じです。我々がこのような仕事を ることは充分出来ますいかんせん、同窓会の人たちは、もう老齢 なってしまい
ました。これからの同窓会はしだ に消減 ようとしていす。私は現在、間もなく消滅する同窓会の会長です。」
1,,J 文 i1f院d己念鰍 30 
列強の中国侵略を阻止しようとして、創立した東亜同文書院は、日本が対華侵略をつぎつぎと進展するにつれて、理想と現実との聞のギャップは ますます大きくなりま 。戦後、卒業生はいろいろな方面で大変貢献しました。動乱
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這
（黒羽談話）東亜同文書院基本上来説，是要反対西欧列強，白種人的力
量的圧迫，守衛亜洲，在某一方面来説相当健全的。
只是在此我例要注意一点，就是本来所謂大
E
洲主義的思
想，作為思想本身来説並没有具備厳密的理論構成。
比方説，自己国家的利益与整個
E
洲的利益針鋒相対的時
候，応該忽様緋。這一点就是極其暖味的。特別是在九一八侵略 北以後，這種思想被迫起了与其本来所持的理想格格不入的作用。可以説，這些暖昧之点就是造成這種情況的重大原因。日本通訊，播送完了。謝謝各位聴衆，再見。這樫是日本広播電台
NHK
。
のさなかにあった中国現代史の渦の中に、いろいろと足跡を残した東亜同文書院は、日中関係史上に、結局どのような意義を持っていたのでしょうか。十五年戦争中の日中関係を研究している静岡大学教授黒羽清隆は、このように語っています。（黒羽談話）「東亜同文書院は基本的 は西欧列強、白色人種 力 圧迫に反対して、アジア 守ろうとする、ある一面から言えば、かなり健全なものでした。ただここで、我々が注意しなければいけないことは 即ちいわゆる大アジア主義の思想で、思想そのものが厳密 理論づけがなされていませんでしたたとえば、自分の国家の国家利益とアジア全体の利益が、真っ向うから相反した場合どうすべきか、この点がその暖味の最たるものです。特に、九・一八満洲侵略以後、 思想は本来持 ていた理想と全然相容れない働 を せられ した。これら暖味な点が、こ ような事態を作り出し 重大な原因と言えるでしょう。」東京便り、放送を終ります、皆様有難うございました。さようなら。こちらラジオジャパン・
NHK
です。
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一一、
n踏上中国大地的日本大学生伺“これは
NHK
、ラジオ日本一九九五年八月十九日の中国語放送（中国文と日本文）であ
る。文字起しは愛知大学に在学中の中国人留学生孟文膏さんが行なった。日本文中の日記は、東亜同文書院中国調査旅行記録第二巻「中国を歩く」藤田佳久編著大明堂より引用したものである。 お、この文の掲載は
NHK
国際部の了承を得た。記し
て感謝する
1・•I ：定内院記念鰍 32 
〔中国語放送〕這裡有一本児旧日記，時間是一九二三年，舞台是中因。日記出自子親眼目賭了万里長城雄姿的日本学生何的筆下。（日記）「六月一一一日晴。今天按計画要去天津。但来到支那北部，不去長城量不遺憾。在這種想法的駆使下，我伺坐上了八点半的列車，前往八逮嶺。在青龍橋姑下車後，又乗座毛境車，約二十分鐘后来到了 達 ，即万里長域。目踏支那人祖先修築的這座宏偉的建築，使我浮想連期，遁思成吉思汗時代。然而再看今日民国，不禁使人想「国破山河在」這句古詩来。宏偉的長城曲折連綿，腕挺起伏，気勢携帯，一派千年不変的雄姿似乎在講述着中華民族歴経的盛衰与蒼桑 」這篇日記是東亜同文書院的四年級学生写的。東亜同文書院是設在上海 一所日本人的高等教育機構。従創建到日本戦敗，一直持続了四十年。該校的方針是要了解中国，井深入中因。在這個思想的指導下，学生伺写畢業論文要到中国各地倣調査，学生伺把官称之為一大旅行
〔日本語放送〕
ここに一冊の古い日記があります。時は一九二三年、舞台
は中園、万里の長城を目の前にした日本人学生の筆になるものです。「六月二十一日暗。予定は本日天津に行くことになっていたけれども、北支那を旅行して万里の長城を見ずに帰るとは如何にも残念と言うので、今八時半の北車で八達嶺に向う。青竜橋駅に下車して、境馬で約二十分で八達嶺即ちに長城達す。昔時の支那民族の偉大なる工事の跡を見てジンギスカンの昔を懐い、而して今日の民国 思えば、転た国破山河在と賦った古人の言を思はざるを得ない。嶺から嶺、谷から谷へと延々として続き雲から出て雲に入る長蛇 知きこ 長城は、幾多中華の盛衰を物語るか 知くに昔 がらの姿を守っている。」この日記の筆者は東
E
同文書院の四年生です。東亜同文書
院、それは第二次大戦前、日本が戦争に敗れるま の四十年余り、上海に設けられた日本人の高等教育機関のこと
中国の中で中国を知る、そのような教育を受けた書院生た
ちは卒業論文の調査をするため中国各地を見 歩 ました。
剛才介紹的那篇日記，就是学生何在這個大旅行中写下的。和畢業論文一起，這些日記要交給老師。聴衆朋友例，下面就為忽播送夏季専題節目
H踏上中国大地
的日本大学生例
H
。
譲我伺翻開這本旧日記，看一看東
E
同文書院的学生例在大
旅行中 所見所開，所思所想。需要事先 代的一点是日記当中，難然有比一一措調従今天的観点来看有欠妥之処，但是我例還是尽可能遵照原文加以介紹。上海，這座城市自十九世紀中期就成了欧美列強入侵中国的拠点。起歩較晩的日本也把此地倣為向中国拡張的 個拠点，与欧美列強争奪利益。在這種形式下，為了培養和中国開展経貿往来的人才，日本人在上海設立了一所 清貿易研究所，而這個研究所就是一九
O
一年成立的東
E
同文書院的前身。
同文書院三六届学生村岡正三畢業子一九四
O年，他這様
説道・・（村岡談話）「回首己経逝去的自己的八十年，我認為同文書院創始者伺的理想中最基本的一点就是日本人 中国人和陸相処，携手為亜洲和家郷的繁栄倣出貢献。如我 身也是一貫堅持這様倣 。」同文書院開設的課程有法律，政治，経済，還有中国政治和中園地理，中国的時事問題以及中文。
書院生たちはそれを大旅行とよびました。いま紹介した日記は大旅行の道中に書かれ、卒業論文とともに提出された書院生の日記なのです。
ラジオ日本、夏の特別番組「中国の大地をふんだ日本人学
生たち」、東亜同文書院の学生達が大旅行において、何を見て、何を考えたのかを放送いたします。この時間は書き残された日記をひもとき、彼ら 足蹟をたどってみたいと思います。なお 日記の表現には今から見ると不適切な箇所がありますが、原文をできるだけ そ まま使うこととさせて頂きます。上海、この地は十九世紀の半ばから、イギリスやフランス
など欧米列強の中国への侵出拠点となってきました 後発国の日本も、上海を拠点の一つとして侵出し、欧米列強と利害がからみ合うようになります。そのような中、中国と 経済関係をになう人材育成が必要だと考えた日本人によって、日清貿易研究所が上海に設立され、それを引き継ぐか ちで、一九
O
一年、東亜同文書院が誕生しました。
同文書院の三十六期生、一九四
O年に卒業した村岡正三さ
んは次のように言っています。（村岡談話）「自分の八十年間をふりかえってみると、書院の大本は、 本人と中国人が仲良くして、アジアと郷土の発展 図る が創立者たちの理想であり、また私もそれを貫いたと思っております。」同文書院では、法律、政治、経済に加え、中国の政治や地
理、時事問題、中国語などが教えられました。また、上海で
33 二つのNHKラジオ日本政i基
男外，在上海的這座学校里体験的生活本身也是真正了解中国的一個途径。畢業論文的体裁渉及中国各地的地理，経済文化和教育等各個領域。
学生伺深入各地，倣細綴入微的調査。為完成畢業論文進行
的大旅行可以説是為期四年 学校生活的大総結。
一九二三年該校的四名学生組成一組，従上海経由南京北上
了漢口，然后去洛陽，内蒙古，北京和青島等各地，倣了一次大旅行。下面就介紹他何写的日記ロ（日記）「大正十二年五月三十一日，星期四陰。下午爆竹声震耳欲聾，在同学例「万歳」的一片歓呼声中 我例四個英俊少年乗坐的汽車徐々開出校門，奔馳在両努栽満楊塊的柏油馬路上。我的緊々的郷腿，反戴着的鋼藍更増添了旅行的気気。我思緒万千，白天想像那一望無際的四川与内蒙的砿野・・晩上又想像遁遠的支那北方的景像，睡夢中幾次被広東的砲声驚醒。現像向往以久的支那内地大旅行就要投開序幕了。」大旅行毎年都在五，六月起程，是為期三個月的一次漫長的旅行。由子気候厳峻，水土不服，旅行井不軽握。下面的逗篇日記，描写了学生例在華北黄土高原 遊時的情況。
の書院生活そのものが、生きた中国を知る体験でした。卒業論文で取り上げるテ
l
マは中国各地の地理、経済、文化、教
育など、あらゆる分野に渉っており、現地 自分で回って、きめこまやかな調査を行ないました。卒業論文のための大旅行は、いわば書院生活の総仕上げで
一九二三年、四人の書院グループは、上海から南京を経由
して漢口を北上し、洛陽、内蒙古、北京、青島を通る大旅行へ出発しました。彼らの日記です。
M 文書院記念鰍 34 
「大正十二年五月三十一日木曜日曇。午後三時、爆竹の音響勇ましく、熱誠こもる学友万歳声裏に、紅顔青雲の四士を乗せた自動車は徐々に校門 出て、アカシアの翠色滴るアスファルト街を渦るか妙に走る。きちんとしめた巻脚緋、阿弥陀に冠った ヘルメット』は知何にも旅気分にふさわしい。前途 万里の想いは交々脳裏 浮べり覚めては空想を遥か四川蒙古の砿野に馳せ、寝ては遠く北支、広東の砲声 心を驚かせ 事幾々たびロ久しく憧僚の的たりし支那内地大旅行は、今こそ愈々その幕を切り落されたりロ」大旅行は毎年五月か六月に出発し、凡そ三ヶ月をかける大がかりなものでした。気候的にも厳しく、なれない風土のため、旅行は決して楽なものではなかったようです。華北の黄土高原地帯をいく書院生の姿が日記に描かれております。
（日記）「ムハ月十三日。終子越過了函谷関，十点左右路過黄河岸辺，由子是車道，路比較平坦。大家都黙不倣声，不久使進入了沙路，走在前面的人毎走一歩，脚眼就揚起一片沙土，風像死去 一様。只見温度計上指着華氏一百四十度，額頭像火侍一様的熱。不知什麿時候，眼晴潮湿了。水壷裡空々知也，噴裡満是沙土，頭量目舷，路無一人。我例急着超路，這種鬼地方再呆二十分錘就得命赴黄泉，呼吸変得困難了。K君有点児眼不上了，我的脳海裡突然浮現出父親的形像，
接着是母親，耳々和組々的面容。風時而吹来 遠処有人在走動，我伺終子来到大字営喫了 碗面。：：：」
一九一一一年，清朝埼台，成立了中華民国，内戦却依然在持
続。同文書院的学生 走出上海，看到 中国的大千世界，也目脂了軍閥混戦的局面。
一九二五年来広州旅行的一個学生這様写道・・
（日記）「ムハ月九日晴。船停了，船員告許我伺前方在打伎 船開不過去。広東的政府軍在同雲南、広西 部隊激烈交戦，而要去沙面又非得過這条河不可，真倒毒。磁巧過来一条紬板，我伺便跳上去打算突破前方的陣線。但戦火非但不息，反而愈加猛烈，槍砲上接連不断，越若走在街上，弾頭就会擦肩而過，偶而閃現在十字路目 人影是警
「六月十三日愈々函谷関に入る。十時頃から黄河の岸を通る。自動車路だから割りに平いらだ 皆黙って行く。やがて又砂道に入る。前を歩いて行く奴の脚から蒙々と砂が上る。風は死んでいる。寒暖計は一四
O度、額は焼かれる様だっ
た。いつの間 か涙が穆じむ。水筒の水はなくなる。口の中は砂だらけ、眼はグラグラする。
人つ子一人通らぬ。私達は急いだ。もう二十分もこんな道
を行くなら、自分達は死んで終わらなければならぬ。呼吸が詰まってくる。そして
Kが一人遅れ勝ちだ。フッと父の顔が
見える。母の顔が、兄の顔が、そして姉の顔も見える・：。時々風が吹いて来る。遠方の方で人が動く。大字営に着いて麺を畷る。」消朝を倒して中華民国が成立したのは一九二一年、しかし、その後も中国は内戦が続きます。各地に割拠す 軍事政権は軍閥と呼ばれていました。上海を出て、はじめて中国さまざまな姿を見た書院生たちは、軍閥の戦乱うち続く中国の姿を目のあたりにしました。一九二五年、広州に来た書院生の日記です。
「六月九日晴天。船は止ってい 船員は戦争 ため行けないのだと言う。広東政府軍と、雲南
1
広西軍とが相対して
猛烈に射撃をなし合っていて、沙面にはどうしても此河を遡らねば行けないそうだ。困った事になっ ものだ。折よくやって来た仙板に乗込んで愈々戦線突破だ。戦は尚、たけなわである。銃声又砲声は愈々勢 増して段々と響く 支那街
35 二つのNHKラジオ II 本政~
衛的士兵白忽然
M君飛也似的胞了過来，火速告急地説，「有個同学被
雲南軍隊逮捕了。」
原来事件是這様的。
K君想用照相機拍摂雲南部隊的営地，
被附近的一個士兵発現，士兵用槍描准了他的胸口，他伺懐疑K君是軍事密探，把他逮捕了。我伺立刻与領事館連系，井托請前来商量的領事館警察署長去談判。過了一会児，
K君才無事狼菟。当晩到了下場的旅館，
大家還在談這天発生 事児。這件事説明，戦争年代言行梢有不慎，就有可能引起嫌疑，弄不好還有可能被槍銭。」這篇日記記述了同文書院的学生険此－一被当成密探二八九四年，甲午戦争以后 日本向中国実行軍事拡張在中国人眼裡，在中国各地到処倣調査的同文書院的那此－一学生伺，便也成了同様的拡張者。同文書院的学生伺渇望友好，但事与願違，中国人投向他例的是氷冷的目光。日本通過日俄戦争和第一次世界大戦不断地拡大了在中国的権益。這種動向引起了中国的反感。収復被奪権益的斗争襲巻了全 因下面是同文書院的学生在一九二三年写的日記。
（日記）「六月九日晴白上午七点乗火車去邸城，十点半通過駐馬店，聴説道一帯排日運動復激烈，呆然列車剛進姑，就見四五百人
に出づれば、弾丸は頭上を掠めてヒユツト飛ぶ。稀に見る路上の辻に閃らめく人影は、警備に当る兵隊の影であった。
M
君が果然此の雲南軍に捕れたの飛報をもたらして駆込んで来る。事情は写真撮りの
K君が戦線地帯にある雲南軍の本営を
カメラに収めんとした が原因で、為に
K
君は附近にいた雑
兵等のために銃口を差し向けられ、軍事探偵の嫌疑で捕縛せられたと言うのである。『ソレ」と計りの急 領事館に報ずる。折よく駆付けてくれた領事館警察署長に交渉 委ね、漸くにして
K君は無事で許されて帰った。
宿に入っては暫くは
K君の写真事件の話に花が咲く。如何
に軍事探偵の疑いが深かったかを知る事が出来る。戦中ではありグヅグヅしていたら或は銃殺ものだったろう。」この日記の中に、書院生たちが軍事探偵の疑いをかけられていた記述がでてきます。一八九四年 日清戦争以降、日本は中国への軍事的侵出を深めていきます 中国 各地に姿を現す調査を行なっている書院生は、中国の人たちから見
ば、侵出してくる日本そのものと映ったの もしれません。理想とはうらはらに、中国の冷い視線を書院生たちは甘受しなけれ なりませんでした。
さて、日本は日露戦争と第一次世界大戦を通じて、中国での権益を拡大していきました。このような動きに対し、中国では日本に対する反感が高まり、日本 奪われた権益を回収しようとする動きが全土に湧きおこります。一九二三年の書院生の日記です。
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「六月九日暗。午前七時半発の汽車で邸城に向う。十時半駐馬店をすぐ。この地は排日風潮 猛烈なる所ときいていた
的遊行隊伍浩々蕩々地走進軍姑裡。他伺手持旗臓，上面写着
H抵制日貨，収回旅順、大連，勿忘国恥
H等的標語口号。知
果我伺在這裡下車，説不定会身遭悪運開 過了一会児，火車便又出発了。」（日記）「七月十二日。五点二十分抵達鄭州。我例我投宿的旅館，大金台没有空房間，迎賓楼，泰安姑，金台，也都説没有空房， 心想准是在摘排日運動，道慶一想走在街上也覚得過往的行人以乎都 怒目而視得看着自己。高集桟説有空房子，我伺総算怒了口気，可忽然有人対移計耳語了幾句，移計便馬上過来 対 説，剛才説的空房己経有人住下 。我何明白又是在排日，心裡頓覚凄楚。我伺知道什度時，什慶也不知道明，為什麿要受這扮児気時，越想越覚得商火。対子這個大旅行，当時的中国政府認定是日本為了侵略，才組織同文書院的学生伺到各地調査的，因此有時也下達 指示，不允許各地行政機関対学生采取保護措施。一九＝二年的満洲事変，第二年的上海事変，三七年的虚溝
橋事変和次年第二次的上海事変，加之日本用武力不断拡張，使得同文書院也無法抗拒這個潮流了。
一九四四年畢業的四
O届学生賀来揚子郎説，透過当時的院
長大内暢三使他看到了同文書院 姿態・．
が案の通り猛烈なものがあった。ちょうど汽車が駅につくや否や、四、五百名よりなる排日示威運動の大瀞行（デモ）団が、各自手に手に抵制日貨（日本商品ボイコット）、回収旅大（旅順・大連を取り戻せて勿忘国恥（国辱を忘れるな）等の文字を大書した旗をかざしながら駅内を練り歩く であった。私共はもしここに下車でもした ひどい目にあったかも知れないロ汽車はまもなく発 した。」「七月十二日。五時二十分に鄭州 着く。大金台に行くと、『房子都没有（部屋はない）」と言、っ。迎賓楼、 い、泰安桟、没有（ないて金台、没有（ないて何処に行っ も皆没有 ない）という。なんだか排日らしいと思うと、街を行く奴等が吾々を院んで行く様に見える。高集桟は『有」と言、っ。しめたと思ってホット安心する 変な奴が来て移計（ポ
l
イ）に
耳打ちする。これは皆塞がっているんだからと移計（ボーイ）が断りに来るロ
排日だ
MHH
何糞と思うが妙に悲しくなる。己達が何を知
る、己遥がなんで苦しめら るのだ。：：：そう思うと口惜しくなってきたロ」大旅行について、当時の中国政府は、日本は侵略のために書院生を組織し 、中国各地で調査を行なわせ いるとして、彼らに対する保護の禁止などを各地の 政機関に通達したこともありました。一九＝二年の満洲事変、翌年の上海事変、三十七年の虚溝
橋事変、さらにその翌年の第二次上海事変と、日本が軍事力を使ってますます深く中国に入 いくようになると、同文書院も、その流れには逆 えませんでした。
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（賀来談話）「第二次上海事変爆発時，上辺命令三四届学生去当随軍翻訳。大内院長起初是表示反対的，包是最終還是同意了，因為在前一次的事変中，日僑要求我伺帯助，院長説「家長例把他伺的児女托付給我，万一出了什麿事情忽鹿好交代」因此没有同意，結果遭到日僑的強烈遣責。那個時代，誰敢和軍隊作対，実在是没緋法。我何当中有幾個情願為国家当間謀略？」一九二九年畢業的二五届学生安津隆雄介紹了同学例左右為
難的形像，他説・・（安津談話）「那個時候，明有精力考慮什度理想。中国在堅決抗日，日本則為了保護日僑不断地向右翼発展，那不是侵略 什歴陀？両国的情況我伺都看在眼裡，心裡覚得不是滋味児刷，既使有，也都是迫不得己被人利用。那個年頭是敢怒不敢言明。国為一旦憲兵知道了，就会被如上売国賊的帽子，遭到鎮圧。」同文書院的学生例渇望日中和陸相処 而現実中的両国関係却在向相反的方向発展。我何回過頭来，再看一遍一九二五年 一篇日記，乞描写了
四十期生の賀来揚子郎さん。一九四四年卒業、東亜同文書院の姿勢を、当時の大内暢三院長の中に見出していました。（賀来談話）「第二次上海事変の際、三十四期生が通訳従軍を命ぜられたとき、大内院長は最初は反対したのです。というのは、上海
事変の際、居留民から手伝えと言ってきたのを、大内院長は、「あずかった大事な子弟だから」と出さなかった。それで、居留民から非難を、つけたことがあったためです。軍に逆らって つぶされる時代だったので止むを得なかった。我々の間で「国のスパイをやろう」などと考えていたも は、ごく僅かだ たロまずいないと思う。止む 得ず利用されたというのが現実だと思います。」二十五期生の安津隆雄さんは一九二九年卒業、書院生の板
ばさみになった立場を、こうふりかえります（安津談話）「当時、理想像を描くひまはなかった 日本はぐんぐん侵略的におしていこうとするし、中 徹底抗戦を行ない、排目、排日であった。日本は兵隊を送って居留民の警備だとして、ますます軍事的におしてい ロ確かに侵略でしたよ。その情況を苦が苦が く見ていた。心の奥には批判的であっても、口には出せなかったロ憲兵政治で、もしも非国民だ 、しょっ引かれて売国奴だと断圧される だ 、口には出せない。」
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中国人と日本人とが仲良くする、これが書院生たちの理想でしたロしか 、実際の中国と日本との関係は、彼らの理想と離れていくようです。
発生在雲南山路上的一場小々的風波，同文書院的
Y君把虹行
李的挑夫説的「涼快」，錯聴成了「両塊」，日記這様写道・・（日記）「六月二十九日，晴。
Y君今天的経験教訓応該引以為借，挑
夫説・・「涼快，涼快」。
Y君聴見了生気地問道・・「什麿両塊，
不是説好了一塊二包下的鳴？」。挑夫還在 ・・「涼快極了」。Y君又反問「忽麿両塊七了？」。還辺罵辺打，過了一会児，才知道是自己聴錯而誤会了，便買了一個什鹿東西送給挑夫以示道教，双方和好知初 。我覚得不能把這件事僅々看作一個笑話，一笑了之，因為就連憧得一点支那語的人都是知此，那麿日本人平時為什麿容易被人誤解也就可想而知了。」這場小小的風波告訴我伺，不要以為憧点児中文就能眼中国人摘好関係了。写這篇日記的学生似手也認識到了這一点。同文書院有不少学生就是由此而投身子中国的共産主義運動．堅決反対日本的倣法的。
ふたたび振りかえって、一九二五年の日記、雲南省の山道での風景です。道中荷物のかつぎ屋と会話をかわしていま
す。ところがここで、小さな事件がおこりました。かつぎ屋が「涼しい（リヤンクワイ）」といったのを、書院生の
Y
君に
は、かつぎ料を「二ドル（リヤンクワイ）だ」 言っ ように聞こえました。実はこの二つの中国語、 ントネーションが違うだけで、発音はどちらも「 」で同じなのです。「六月二十九日晴。今日特筆大書 べきは会計
Y
の失敗談
だ。挑夫、木除で水を飲みながら頭を叩いて、「リヤンクワイリヤンクワイ涼快涼快（すずしい）」、
Y
「リヤンクワイ両塊（二
ドル）？」、一塊二（一ドル二十セント）で雇ったではないかと怒鳴る。挑夫「リヤンクワイチ
l涼快極（とてもすずし
い）」。Y「リヤンクワイチ！両塊七？（二ドル七十セント？）」。馬鹿野郎と
Yは挑夫をなぐりつける。後でその意味が分っ
て、挑夫に何か買ってやって仲直りしたのだ。然しそれは単なる笑話として看過すべき問題ではない。シナ語を多少知っていてもこの始末だ 日本人が支那人に誤解を受ける点もこの辺にあるのではなかろうか。」中国語を少し知っているから いって、中国の人間とうま
くやっていけることにはならな この書院生は中国を知っていると思いこんで た自分たちの落し穴に気づいたかのようです。
こうした点に気づいた書院生たちの中には、中国で巻き起
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一九四五年，日本敗子中国，中国軍隊也開進了上海接管了
間文瞥院
。
戦后，以帰国的同文嘗院的教師例為 心，在名古屋附近創
建了愛知大学。当時従同文書院帯回日本的一些図書，学生例的調査報告和一部分日記還都保存在
道裡。
愛知大学在研究中国和漢語教学方面倣出了独特貢献。愛知大学教授藤田佳久着眼与沈睡在道裡的這些資料，正在対此倣系統的整理
。
他在想同文書院的這些旅行調査曽被用子侵略中国，那
度在
対這一事実充分進行反省的基礎上
，是不是也可以譲包為今后
的日中学術交流発揮一些作用
泥
。
（藤田談話）「在戦后研究中国的日本学者当中，有不少人認為在中国設立日本学校本身就是錯誤的，説他例充当了殖民統治的砲灰
．恨
少有人知道同文書院的成果。但是我認為嚢括了整個中国在二十世紀前半期的這種資料，除了同文書院的旅行報告之外也没有別的了。就資料的時間跨度長達半個世紀這一点来説也 堪称世界之最了
。我相信這些
旅行調査記録対了解現 的中国也是有用的
。」
こる
共産主義運動に身を投じ、徹底的に日本のやりかたに反
対する人たちも多くいました
。
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一九四五年、日本は中国に敗戦、上海にも中国の軍隊が
やってきて、同文書院は接収されまし
。戦後、日本に帰っ
てきた東亜同文瞥院の教員たちが中心になり、名古屋の近くに愛知大学を設立しました
。こ
こには日本に持ち帰えること
のできた同文書院の蔵書や、容 生の調査報告と日記の一部が保管されています
。
愛知大学は、中国事情の研究や中国語教育で、独自の成果をあげております
。愛知大学教授、藤田佳久さんは、この大
学に限る東亜同文書院の記録
に着目、系統的な整理作業を手
がけています
。かつては日本の中国侵略に使われたともいわ
れた書院生たちの調査旅行の記録、そう評価され 事実もふまえな
ら、学術的に、今後の臼中
関係に役立てられないか
と、藤田さんは考えます
。
（藤田談話
）
「とりわけ戦後の中国研究を る人たちには、中国にあった日本の学校といったこと自体が、そもそもおかしいのではないか、植民地の先兵ではないかという意識があり、東亜同文舎院の成果はほとんど知られていない
。しかし、中国全土を
網羅するものは、二十世紀前半の中国に関し は、こ 調査旅行以外ないだろうと思い す
。しかも半世紀以上ちかく成
果が蓄積されたという点では 世界最大級のスケールといえるでしょう。調査旅行は現在の中国を知るうえでも きっと役に立つと思 ので 。」
東亜同文書院在三十五年的歳月裡共組織過六百六十条路線的大旅行。通過這様的旅行調査，学生伺親身体験到了中国幅員的遼閥，也目賭了人例的生活。他例的理想在現実面前難然破滅了，但他伺由此開始考慮自己応該忽様倣人和生活。戦后同文書院為日本造就了一批之人材，他何不忘対 去反省，活躍在各個領域 他例之中有商務人員 有教師，有新聞工作者，也有作家。同文書院学校封閉己経有五十年了，包畢業生伺在継続為日本和中国牽線搭橋。夏季専題節目「踏上中国大地的日本大学生伺」就播送到這裡。今天介紹了東亜同文書院的学生伺所写的旅行日記。道次節目是由中山岳，金田佳郎和伊藤美佳子為忽播放的。謝々各位収聴。日本広播電台
NHK
。
三十五年間で六百六十コ
l
スにわたって行なわれた大旅
行、この調査旅行を通じて書院生たちは、そこに中国の広さと人々の生活ぶりを直かに見ることになりました。彼らの描いた理想は現実の前についえて、自分がどのように生きていけばいいのかを考えさせられることにもなりました。それでも同文書院は多くの人材を戦後日本に輩出しまし
た。過去の反省をふまえ、それぞ が各分野で活躍することとなりました。ビジネスマンとして、教員として、ジャーナリストとして、作家 して 東亜同文書院 幕を閉じて五十年、卒業生たちは日本と中国と 橋渡 かかわり続けているのです。
ラジオ日本、夏の特別番組、この時間は、「中国の大地 踏
んだ日本人学生たち」と題 、東亜同文書院 学生の大旅行日記から、お届けい しま た。
こちらはラジオ日本。
NHK
の国際放送です。
東京からお送りしています。
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